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概要

本稿では人的資本の性質を専門性と一般性に分けた下で動学分析を行う。その際、

Kim & Mohtadi [1992] を検証しつつ、費用関数を投資率 (投資 /蓄積 )の形状に

変更して考察を行う。その結果、一般的人的資本では蓄積および投資ともにある定

常均衡点を持ち、その点への唯一の収束経路が存在する定常状態にある。しかしこ

れに対して、専門的人的資本では初期時点において定常均衡点より出発する恒常状

態にある。ただし、経済が成立し、専門的人的資本の成長率がプラスであるために

は、陳腐化のペースがかなり高く、そして高すぎてはならない。
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